
JP 3144006 U 2008.8.14

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】部品が減少し、構造が改良された保持部材を有
するカード用コネクタ組立体を提供する。
【解決手段】カード用コネクタ組立体１００は、インシ
ュレータと、導電端子１３，２３とを有するコネクタと
、保持孔４１を貫通するように形成された保持部材４と
を含むカード用コネクタ組立体において、導電端子１３
，２３は、前記コネクタに突出する延出部１３１，２３
１と、前記延出部から下向きに延出するように保持孔４
１に保持される接続部１３２，２３２とを有し、保持部
材４は、前記インシュレータと一体に成型されることを
特徴とする。保持部材４はインシュレータに一体に成型
されるので、部品が減少され、同時に、金型の開発、部
品組付等の過程が簡単になり、生産のコストが低減され
る。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　インシュレータと、導電端子とを有するコネクタと、
　保持孔を貫通するように形成された保持部材と
を含むカード用コネクタ組立体において、
　前記導電端子は、前記コネクタに突出する延出部と、前記延出部から下向きに延出する
ように前記保持孔に保持される接続部とを有し、
　前記保持部材は、前記インシュレータと一体に成型されることを特徴とするカード用コ
ネクタ組立体。
【請求項２】
　前記保持部材は、底部に受容凹部が形成され、前記受容凹部は前壁及び後壁を有するこ
とを特徴とする、請求項１に記載のカード用コネクタ組立体。
【請求項３】
　前記保持部材の保持孔が一列に配置され、前記導電端子の接続部が前記保持孔を貫通す
るように前記受容凹部の前壁または後壁に対応するように貼り付けられることを特徴とす
る、請求項２に記載のカード用コネクタ組立体。
【請求項４】
　前記保持部材の保持孔が二列に配置され、前記導電端子の接続部が前記保持孔を貫通す
るように前記受容凹部の前壁と後壁にそれぞれ対応するように貼り付けられることを特徴
とする、請求項２に記載のカード用コネクタ組立体。
【請求項５】
　前記カード用コネクタ組立体は、コネクタを接続するための前記受容凹部に収容される
中継コネクタを有することを特徴とする、請求項２に記載のカード用コネクタ組立体。
【請求項６】
　前記コネクタは、積み重なるように配置され、インシュレータと導電端子とをそれぞれ
有する第１カード用コネクタ及び第１カード用コネクタの下方に配置された第２カード用
コネクタを含み、前記保持部材は、前記第２カード用コネクタのインシュレータに一体に
成型されたことを特徴とする、請求項１に記載のカード用コネクタ組立体。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、カード用コネクタ組立体に関し、回路基板に実装することが可能なカード用
コネクタ組立体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術としては特許文献１に掲示されるようなカード用コネクタ組立体があり、イン
シュレータと導電コンタクトとを有するコネクタと、前記導電端子を保持するための保持
部材と、前記コネクタと回路基板を電気的に接続するための中継コネクタとを有する。保
持部材には導電端子を保持するための保持孔が形成され、前記コネクタの導電端子が保持
部材の保持孔に保持されることによって、導電端子の安定性が向上し、外力で損害される
ことが防止できる。
【特許文献１】米国特許第６，２３８，２４０号明細書
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前記保持部材はコネクタの先端に取付けられるので、カード用コネクタ
組立体の部品が多くなり、金型の開発、部品組付等の過程が複雑になり、生産のコストが
高くなるという問題がある。そこで、上記欠点に鑑みて、新型のカード用コネクタを開発
することが必要である。
【０００４】
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　本考案は、部品が減少され、構造が改良された保持部材を有するカード用コネクタ組立
体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的を達成するために、本考案のカード用コネクタ組立体は、インシュレータと、
導電端子とを有するコネクタと、保持孔を貫通するように形成された保持部材とを含むカ
ード用コネクタ組立体において、前記導電端子は、前記コネクタに突出する延出部と、前
記延出部から下向きに延出するように前記保持孔に保持される接続部とを有し、前記保持
部材は、前記インシュレータと一体に成型されることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　従来の技術に比べると、本考案は以下の長所がある。前記保持部材はインシュレータに
一体に成型されるので、部品が減少され、同時に、金型の開発、部品組付等の過程が簡単
になり、生産のコストが低減される。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１～図６に基づいて、本考案のカード用コネクタ組立体１００について説明する。カ
ード用コネクタ組立体１００は、コネクタと中継コネクタ３とを有する。コネクタは積み
重なるように配置された第１カード用コネクタ１と第２カード用コネクタ２とを含む。
【０００８】
　図１～図３を参照すると、第１カード用コネクタ１は、第１シールド１１と、第１シー
ルドに覆われる第１ハウジング１２と、第１ハウジング１２に実装される複数の第１導電
端子１３と、を含む。第１シールド１１は、基板１１１と、基板１１１の両側からそれぞ
れ折曲がるように延出した側板１１２と、基板１１１及び側板１１２とによって形成され
、第１カードを収容するための収容空間１０と、を有する。収容空間１０は第１カードを
挿入するための挿入口（参照記号なし）を設けられ、挿入口を設けられた一端が前端であ
り、対向した他端が後端である。前記収容空間１０は、ハウジング１２に連接するガイド
部材１４を有し、ガイド部材１４によって、収容空間１０には幅狭の前端と幅広の後端が
画成される。第１ハウジング１２は幅狭の前端に位置している。前記ガイド部材１４には
イジェクト機構５が配置され、該イジェクト機構５はそれぞれ平行に配置するための第１
カード用コネクタ１の第１イジェクト機構５１と第２カード用コネクタ２の第２イジェク
ト機構５２である。複数の第１導電端子１３は、第１ハウジング１２に保持され、第１ハ
ウジング１１から突出した延出部１３１及び延出部１３１から折曲がって回路基板へ下向
きに延出した第１接続部１３２を有する。
【０００９】
　第２カード用コネクタ２は、第２シールド２１と、第２ハウジング２２と、第２シール
ド２１に保持される第２導電端子２３とを有する。前記導電端子２３は、第２カード用コ
ネクタ２へ突出した第２延出部２３１及び延出部２３１から回路基板へ下向きに延出した
第２接続部２３２を有し、該延出部２３１及び第２接続部２３２は一列で並べるように配
置される。
【００１０】
　第２ハウジング２２の先端には保持部材４が一体に成型され、該保持部材４には、第１
導電端子１３の第１接続部１３２及び第２導電端子２３の第２接続部２３２を収容するた
めの保持孔４１が貫通するように形成され、該保持部材４の底部には中継コネクタ３を収
容するための受容凹部４２が形成され、受容凹部４２は前壁４２１及び後壁４２２を有す
る。保持部材４の頂面は、階段状を呈するように配置される第１階段面４３と、第２階段
面４４からなる。本実施状態において、前記第１導電端子１３の第１接続部１３２及び第
２導電端子２３の第２接続部２３２が一列に配置されるので、前記保持部材４の保持孔４
１は一列で対応するように配置される。これによって、前記第１接続部１３２及び第２接
続部２３２は、一列で保持孔４１を挿通し前壁４２１または後壁４２２に同時に貼付けら
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れる。
【００１１】
　図３乃至図６を参照すると、中継コネクタ３は、ハウジング３１及びハウジング３１に
保持される接続端子３２とを有する。ハウジング３１は、平板状の基部３１１と、基部３
１１の上下両側に位置する収容本体３１２及び位置決め部３１３と、を含む。接続端子３
２は、一列に配置されるように同一の金属板を一回の打ち抜き加工だけにより成型され、
回路基板に半田付けられる半田付け部３２５及びハウジング３１に収容され、収容本体３
１２の両側に露出する接触部３２６を有する。接触部３２６はハウジング部３１に干渉す
るように保持される突出部３２４と、第１接続部１３２及び第２接続部２３２に接触する
ための当接部３２３と、ハウジング３１に当接した支持部３２２と、当接部３２３と支持
部３２２とを連接するための弾性部３２１とを含む。
【００１２】
　中継コネクタ３が第１カード用コネクタ１及び第２カード用コネクタ２に接続される際
において、中継コネクタ３が保持部材４の受容凹部４２に挿入され、接続端子３２の弾性
部３２１の弾性的な変形によって、当接部３２３を第１接続部１３２及び第２接続部２３
２へスライドさせて、接続させる。これによって、第１導電端子１３及び第２導電端子２
３が接続端子３２にスライド可能に接続されることによって、挿入力が有効に減少され、
第１導電端子１３、第２導電端子２３、および接続端子３２の摩損が減少される。また、
中継コネクタ３の接続端子３１が金属板を一回の打ち抜き加工だけにより成型されること
で、製造コストが低減する。
【００１３】
　勿論、他の実施状態において、第１導電端子１３の第１接続部１３２及び第２導電端子
２３の第２接続部２３２は二列にそれぞれ配置されてもよい、前記第１接続部１３２及び
第２接続部２３２を収容するために、第１接続部保持部材４には前記第１階段面４３及び
第２階段面４４をそれぞれ貫通するように形成される二列の保持孔４１が設けられ、第１
カード用コネクタ１及び第２カード用コネクタ２が積み重なるように配置されるので、前
記第１導電端子１３の第１延出部１３１と第２導電端子２３の延出部２３１は垂直方向で
異なる平面に位置し、更に、上方の第１カード用コネクタ１の第１延出部１３１が保持部
材４の第２階段面４４に保持され、第１カード用コネクタ１の下方に位置する第２カード
用コネクタ２の延出部２３１が保持部材の第２階段面４４より低い第１階段面４３に保持
される。取付けた際に、第１接続部１３２及び第２接続部２３２は二列で受容凹部４２の
前壁４２１及び後壁４２２にそれぞれ貼付けられ得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本考案に係るカード用コネクタ組立体の組立斜視図である。
【図２】本考案に係るカード用コネクタ組立体の分解平面図である。
【図３】図１に示すカード用コネクタ組立体を他の角度から見た組立斜視図である。
【図４】本考案に係るカード用コネクタ組立体の中継コネクタの分解平面図である。
【図５】図１に示すカード用コネクタ組立体のＡ-Ａ線に沿う断面図である。
【図６】図５に示すカード用コネクタ組立体の点線で示す部分の拡大図である。
【符号の説明】
【００１５】
　１００　カード用コネクタ組立体
　１　第１カード用コネクタ
　２　第２カード用コネクタ
　３　中継コネクタ
　４　保持部材
　４１　保持孔
　４２　受容凹部
　４２１　前壁
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　４２２　後壁
　４３　第１階段面
　４４　第２階段面
　５　イジェクト機構
　５１　第１イジェクト機構
　５２　第２イジェクト機構
　１１　第１シールド
　１２　第１ハウジング
　１３　第１導電端子
　１３１，２３１　延出部
　１３２　第１接続部
　１４　ガイド部材
　２１　第２シールド
　２２　第２ハウジング
　２３　第２導電端子
　２３２　第２接続部
　３１　ハウジング
　３２　接続端子
　３１１　基部
　３１２　収容本体
　３１３　位置決め部
　３２１　弾性部
　３２２　支持部
　３２３　当接部
　３２４　突出部
　３２５　半田付け部
　３２６　接触部
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